
大蛇を題材 に したふすま絵の構想を練る山
藤孝哲さん 、

東
京
都
新
宿
区
神
楽
坂
に
あ
る
日
本
料
理
店

「神
楽
坂

久
露
葉
亭
」
に
、
石
見
地
方
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
空
間

が
誕
生
す
る
。
石
見
神
楽
と
神
楽
坂
が

「神
楽
」
の
名
前

で
つ
な
が
る
縁
で
ヽ
県
西
部
の
石
州
瓦
製
造
会
社
な
ど
が

企
画
一
石
見
産
の
食
器
や
小
物
を
そ
ろ
え
る
ほ
か
、
神
楽

を
題
材
に
し
た
絵
画
も
店
内
で
展
示
す
る
。

久
露
葉
亭
を
経
営
す
る
暗
闇

坂
宮
下

（東
京
都
港
区
）
の
斉

藤
道
明
総
料
理
長
が
、
昨
年
Ｈ

月
に
浜
田
市
で
開
か
れ
た

「地

食
甲
子
園
」
の
審
査
委
員
長
を

務
め
た
こ
と
か
ら
、
石
州
瓦
製

造
の
亀
谷
窯
業

（浜
田
市
長
沢

町
）
と
の
間
で
、
久
露
葉
亭
の

改
装
に
合
わ
せ
た

コ
ラ
ボ
レ
ト

シ

ヨ
ン
の
計
画
が
浮
上
。
デ
ザ

イ
ン
事
務
所

「
驚
び
Ｒ
Ｆ
Ｍ
ェσ

東
京
・神
楽
坂

Ｎ
Ｏ
穴

江
津
市
江
津
町
）
と
、

江
津
市
波
子
町
を
拠
点
に
活
動

す
る
画
家

の
山
藤
孝
哲
さ

ん

（
３５
）
の
参
加
も
決
ま

っ
た
。

こ
の
う
ち
、
山
藤
さ
ん
は
７

日
に
上
京
し
、
約
１
週
間
か
け

て
、
久
露
葉
亭
の
２
階
に
あ
る

ふ
す
ま
６
枚

（高
さ
約
ｌ

ｏ
８

房
、
横
計
５

・
４
厨
）
に
、
石

見
神
楽
の
人
気
演
目

「た
」
」

を
題
材
に
し
た
墨
絵
を
描
く
。

神
楽
の
持
つ
静
と
動
の
動
き
を

表
現
し
た
作
品
に
す
る
構
想
で

「１
０
０
年
後
も
残
る
よ
う
な

普
遍
的
な
作
品
を
作
り
た
い
」

と
意
気
込
ん
で
い
る
。

瓦
素
材
の
食
器
な
ど
を
納
品

す
る
亀
谷
窯
業
の
亀
谷
典
生
社

長
（４４
）
は

「
（神
楽
坂
は
）
外

国
人
の
観
光
客
も
多
く
、
石
見

に
興
味
を
持

っ
て
も
ら
い
、
足

を
運
ん
で
ほ
し
い
」
と
期
待
。

石
州
和
紙
を
使
う
た
商
品
な
ど

を
納
め
る
予
定
の
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｍ

Ｏ
Ｎ
Ｏ
の
平
下
茂
親
代
表
（
３３
）

は

「石
見
の
人
が
、
自ヽ
分
た
ち

の
も
の
づ
く
り
に
一誇
り
を
持

つ

き

っ
か
け
に
し
た
い
」
と
思
い

を
語
る
。

久
露
葉
亭
の
改
装
は
２０
日
ま

で
に
終
了
予
定
。
暗
闇
坂
富
下

業
務
企
画
室

の
鈴

木
修
室

長

（
５８
）
は

「神
楽
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
良
い
縁
が

つ
な
が

っ
た
。
石

見
の
雰
囲
気
を
、
多
く
の
お
客

さ
ま

に
楽
し
ん

で
も
ら

い
た

い
」
と
話
し
た
。

ふすま絵や小物
県
瓦


